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今回Act Against Amputationの症例検討会case study clubを11月10日19時か
らzoomにて開催いたします。今回は第２木曜日になります。

2022年10月吉日
代表理事 大浦紀彦

開催日時：2022年11月10日(木) 19:00-20:30

参加費 無料

足病に対するAdvance Care Planning  ACP

１．神戸大学大学院医学研究科形成外科学分野 足病医学部門 辻 依子 先生
２．神戸大学大学院医学研究科腎臓内科/腎・血液浄化センター 河野圭志先生
３．TOWN訪問診療所 城南院 宇都宮 誠先生

コメンテイター 杏林大学医学部循環器内科 舟橋紗耶華先生

Theater - Act against Pressure Injury

今回のテーマは、「足病に対するAdvanced Care Planning ACP」です。

CLTI患者の予後が悪いということは、医療者はみな理解しています。しかし患者さんは、
CLTIの予後、治療について理解していないことが多い。
みなさんは、どのようにCLTIの予後についてお話をしていますか。
CLTIの治療は多診療科、多職種が関与するために、責任の所在が不明確になりやすい。
この2年間COVID19の影響で、一度入院するとなかなか患者さんに家族が面会できなくなりま
した。
死期が迫った患者さんを入院したまま看取るとなると、患者さんも家族も自分の思いを伝えら
れないままの別れになってしまいます。

先日神戸で創傷外科学会が開催されました。
その中で辻依子先生が発案されてACPのシンポジウムが開催されました。
今回、辻依子先生にCLTIの患者に対するACPの実際と考え方をご教授いただきたいと思います。
次に、CLTIの最大のリスクは透析です。透析、末期腎不全患者のACPについて神戸大学の河野
圭志先生からご講演いただきます。
最後に、循環器・訪問診療という立場から、宇都宮誠先生にご講演いただきます。
コメンテイターは、杏林大学の循環器の舟橋紗耶華先生にお願いいたしました。

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN
_4lpixkwYRHCE8sZkXDVjyg
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